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　第9回講演会の講師は、城郭考古
学者の千田嘉博さんです。テレビ・
ラジオ・新聞等で、お城と言えば千田
さんの登場を期待する方も多いので
はないでしょうか。
　千田さんは、1963年愛知県豊田
市生まれ。奈良大学を卒業後、名古
屋市の考古資料館の学芸員、国立歴
史民俗博物館の考古学研究部助手な
どを経て、ドイツやイギリスに留学
し、考古学の研究を深めました。帰
国後は、奈良大学教授や学長を歴任
し、現在は名古屋市立大学教授、奈
良大学特別教授を務めておられます。
　主な研究活動として、日本各地の
城や世界の城との発達の共通性や法
則性を世界的な視野で検証し、城か
ら歴史を考える「比較城郭考古学」を

提唱されています。
　さらに、城跡の発掘成果や絵図・
地図資料、文学史料などを分野横断
的に研究し、歴史を解明。同時に、
日本各地の城の調査と整備・活用の
委員を務め、城の保存・活用を市民
とともに考え、実践されています。
　「一生に一度は行きたい日本の名城
100選」「城郭考古学の冒険」「歴史
を読み解く城歩き」「石垣の名城完全
ガイド」など、著書も多数。すぐに
でも本を抱えて、各地のお城に行っ
てみたくなってきます。
　今回は「徳川家康と天下人の城」と
いうテーマで、ご講演していただき
ます。佳境に入った日曜日の大河ド
ラマの見どころが増えそうで、今か
ら楽しみです。

テーマ ● 徳川家康と天下人の城
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■と　き／1月11日（木） 18:30～20:00

■講　師／柔道家　野
の む ら

村 忠
ただひろ

宏氏
■テーマ／折れない心

●奈良県出身。祖父は柔道場「豊徳館 野村柔道場」、父は天理高校
柔道部元監督という柔道一家に育つ。アトランタ、シドニー、アテネオ
リンピックで柔道史上初、また全競技を通じてアジア人初となるオリ
ンピック三連覇を達成する。その後、度重なる怪我と闘いながら現役
を続行したが、2015年の全日本実業柔道個人選手権大会を最後に
40歳で引退。現在は、名城大学薬学部特任教授で、国内外で柔道の
普及活動を展開している。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

講　師 ●

●愛知県豊田市出身。日本の城郭考古学者。名古
屋市立大学教授、奈良大学特別教授。中世・近世
城郭の考古学的研究を行い、日本各地の城の発
掘調査・整備の委員を務める。また、世界の城と
日本の城の比較研究を行っている。「織豊系城
郭」を提唱し、城郭を資料として歴史を研究する
方法の確立に寄与した。2015年に濱田青陵賞を
受賞。16年のNHK大河ドラマ「真田丸」の真田丸
城郭考証者。18年奈良新聞文化賞を受賞。

千田 嘉博 氏のプロフィール
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城郭考古学者　

12月の講演会は第
● ●

2木曜日です。
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夫婦・家族学生（同居の方）用 申込書
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※グループでお申し込みの方は、①～③欄にご記入ください。
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1．12月か１月のどちらかの講演会で、来年度の受講申込み
をされてください。定員は2000人です。

2．申込書は、Ⓐ夫婦・家族用と、Ⓑ個人またはグループ用が
あります。いずれか一方で申込みください。申込みはお一人
１枚とし、両方で申込みの場合は、一方を無効とします。

3．夫婦・家族（3人以内・同居）、及びグループで申込まれる
方は、どなたかが現学生であれば受け付けます。

4．学生番号は必ずご記入ください。

5．申込書は、事前に記入し、ご持参ください。
今後２回のどちらかの講演会当日に申込まれ、コン
ピュータによる「一括抽選」で当選された方は、

年間受講料：個人またはグループ 1人 20,000円→19,000円（税込）
夫婦・家族（同居の方） 1人 19,000円→18,000円（税込）

※グループ申込みは、郵便物をそれぞれのご住所へお送りします。
※一般受付（新聞等のはがきによる申込み）期間
　　1/12㈮～1/31㈬必着　　一般の早割は、1/24㈬必着まで

ご
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早割!!

12／14㈭、1／11㈭の講演会当日、会場にて受付！
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※個人情報は厳重にお取り扱いいたします。※個人情報は厳重にお取り扱いいたします。

幾
度
目
か
の
今
日
、
初
め
て
の
今
日

佐
世
保
市
横
尾
町　

鷲
﨑　

涼
子

　

由
紀
さ
お
り
さ
ん
は
、２
０
１
０

年
10
月
に
続
き
２
度
目
の
ご
出
演
。

そ
の
時
も
鼻
濁
音
に
つ
い
て
の
お

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
貫
し

て
、
言
葉
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

思
い
が
け
ず
、
リ
ク
エ
ス
ト
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、
私
の
頭
は
フ
ル

回
転
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
浮
か

び
、
手
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
当
て

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
…
。
終
盤
で

私
の
思
っ
て
い
た
一
曲
を
他
の
方

が
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
り
、

「
良
し
」
と
し
ま
し
た（
笑
）

　

次
に
お
逢
い
し
た
時
に
「
星
め
ぐ

り
の
歌
」
と
「
ル
ー
ム
・
ラ
イ
ト
」

は
取
っ
て
お
き
ま
す
ね
。
由
紀
さ

ん
が
、
お
姉
様
の
こ
と
を
「
お
姉

ち
ゃ
ん
」
と
言
わ
れ
る
の
が
、
何

と
も
い
い
響
き
で
、
微
笑
ま
し
く

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
放
送
の
「
徹
子
の

部
屋
」
も
、
も
ち
ろ
ん
拝
見
し
ま

し
た
。
三
味
線
も
都
々
逸
も
素
敵

で
し
た
。「
初
め
て
の
今
日
を
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
を
聞
い
て
「
そ
う

か
、
毎
日
が
特
別
な
初
め
て
の
今

日
な
ん
だ
」
と
改
め
て
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
毎
日
、
忙
殺
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
切
に
生
き
て
い
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
大
杉
光
恵
さ
ん
も
、
知
ら

な
い
曲
ま
で
伴
奏
さ
れ
、
さ
す
が

プ
ロ
と
感
心
し
ま
し
た
。
安
田
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
ヒ
ー
ル
を
履
い

て
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
続
け
て
く
だ

さ
い
ね
。

　

皆
様
、
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
・
第
33
期	

講
演
会
予
定
は
ウ
ラ
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

由紀さおり氏・安田祥子氏



思
わ
ず
「
ブ
ラ
ボ
ー
」

佐
世
保
市
瀬
戸
越
２
丁
目　

鷲
見　

邦
子

　

由
紀
さ
ん
・
安
田
さ
ん
の
「
童

謡
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
お
二
人
の
き
れ
い

な
歌
声
に
、
日
頃
の
雑
事
も
忘
れ
、

耳
を
傾
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
本
の
四
季
を
歌
っ
た
童
謡

の
数
々
、
そ
れ
ぞ
れ
一
曲
一
曲
が

ま
る
で
叙
情
詩
を
思
わ
せ
る
世
界

に
浸
り
、
感
激
の
あ
ま
り
涙
す
る

こ
と
も
何
度
か
。

　

日
本
に
は
、
こ
ん
な
に
素
敵
な

童
謡
が
あ
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
み

ん
な
の
心
に
生
き
て
い
る
す
ば
ら

し
さ
に
、
感
無
量
の
思
い
で
し
た
。

何
よ
り
表
現
の
美
し
い
日
本
語
、

そ
し
て
言
葉
の
響
き
…
、
そ
の
こ

と
を
大
切
に
歌
い
つ
な
い
で
お
ら

れ
る
お
二
人
に
、
心
か
ら
賛
辞
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
、

常
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
来
年
は
パ
リ
公
演
も
と
意
欲

を
燃
や
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
、
思

わ
ず
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
と
叫
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
ジ
ャ
ン

ル
は
？
」
と
問
わ
れ
、「
ジ
ャ
ン

ル
は
由
紀
さ
お
り
で
す
」
と
の
お

話
に
、「
お
し
ゃ
れ
～
」
と
拍
手
を

送
る
次
第
で
し
た
。

　

新
曲
「
初
め
て
の
今
日
を
」
は
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
風
の
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
、
ぜ
ひ
覚
え
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。「
幾
千
の
出
会
い
、
幾
千

の
別
れ
、
幾
千
の
流
し
た
涙
…
」
、

こ
の
歌
詞
を
丁
寧
に
受
け
止
め
な

が
ら
、
明
日
へ
の
希
望
を
添
え
つ

つ
上
手
く
歌
え
た
ら
と
…
軽
い
妄

想
に
縛
ら
れ
て
い
る
私
で
す
。

　

最
後
に
、
由
紀
さ
ん
・
安
田
さ
ん

の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

美
し
い
日
本
語
を
子
ど
も
た
ち
へ

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町　

松
井　

昭
夫

　

時
代
を
30
年
ほ
ど
遡
っ
て
、
一

冊
の
写
真
集
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
自
然
の
美
し
さ
に
惹
か
れ

定
住
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
人
写
真
家
、

ジ
ョ
ニ
ー
・
ハ
イ
マ
ス
氏
の
「
た

ん
ぼ
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
で
す
。
い

つ
も
何
気
な
く
見
て
い
た
た
ん
ぼ

が
、「
こ
ん
な
豊
か
な
表
情
を
も

っ
て
い
た
の
か
」
と
意
表
を
つ
か

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、

あ
の
写
真
集
に
出
会
っ
た
時
と
同

様
の
感
動
を
受
け
た
の
で
す
。
透

明
感
の
あ
る
、
温
か
い
優
し
さ
に

あ
ふ
れ
た
歌
声
は
胸
に
ず
ん
ず
ん

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
童
謡
や
唱
歌

は
幼
い
頃
か
ら
知
っ
て
お
り
、
口

ず
さ
み
や
す
い
も
の
ば
か
り
。
し

か
し
、
た
だ
親
し
み
や
す
い
だ
け

で
な
く
、
お
二
人
が
歌
う
と
こ
こ

ま
で
変
わ
る
も
の
か
と
、
レ
ベ
ル

の
高
い
音
楽
の
世
界
を
堪
能
で
き

ま
し
た
。「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」

「
里
の
秋
」
を
一
緒
に
口
ず
さ
ん

だ
時
に
は
思
わ
ず
涙
が
…
。
遠
い

昔
の
田
舎
の
情
景
が
脳
裏
に
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。
現
代

で
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、

自
然
の
美
し
さ
と
大
切
な
人
を
思

う
気
持
ち
は
時
代
を
超
え
て
も
変

わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
「
日
本
の
美
し
い
言
葉
の
歌
を

大
切
に
し
て
、
次
世
代
に
歌
い
継

ぎ
た
い
」
と
活
動
を
続
け
る
お
二

人
は
、
デ
ビ
ュ
ー
55
周
年
に
パ
リ

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
と
の
こ
と
。

芸
の
道
に
終
わ
り
は
な
い
。
85
歳

ま
で
７
㎝
の
ヒ
ー
ル
を
履
い
て
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
と
も
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

帰
路
、
冷
た
い
雨
に
打
た
れ
ま

し
た
が
、
自
然
に
「
あ
め
あ
め 

ふ

れ
ふ
れ 

母
さ
ん
が
…
」
と
口
ず
さ

む
自
分
に
び
っ
く
り
。
心
豊
か
な

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

夢のつづき　令和5年12月1日発行・第三種郵便物認可

※
締
め
切
り
は
12
月
19
日
㈫
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

次世代に歌い継ぎたい！
日本の美しい言葉の歌

◆日 時／12月14日（木）　午後6時～6時20分
◆演 目／佐世保の子どもによる“地産地笑”の創作落語
　　　　　①「落語の稽古」
　　　　　②「眠れない夜」
◆出 演／「佐世保かっちぇて落語会」の子どもたち
　　　　　① 橘高 佑弥（祇園中2年）
　　　　　② 古川 万葉（広田中2年）
◆出演者紹介
　佐世保かっちぇて落語会は、「ふるさとの
子どもも大人も一緒に笑って元気になるよう
なことをやろう」という主旨で、放送作家で
ある海老原靖芳氏が企画し、主に高校時代の
同級生たちの協力により続けられている落語
会です。この落語会には、他の落語会と違っ
た大きな特長があります。
　それは、佐世保の子どもたちが、佐世保オ
リジナルの落語を披露するということです。
それも正式な高座で、トップクラスの落語家
たちの前座として。こうした落語会は、全国
でも珍しいと思いますので、させぼ夢大学の
皆さんも、佐世保の試みに挑戦している子ど
もたちの応援をよろしくお願いいたします。

夢のひろば

令
和
６
年
度
・
第
33
期	

講
演
会
予
定
は
ウ
ラ
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■本日の「童謡コンサート」は、
心より満喫です。久々に昔懐かし
い歌を口ずさみ、幼い頃を思い出
しました。言葉を大事に紡いでい
るお二人が、すごく優しく思いや
りに溢れていると感じました。
　孫たちに昔の歌を教えてと言わ
れることがありますが、一緒に歌
うと楽しく笑顔になります。

佐世保市赤崎町●木村　典子

■「童謡コンサート」、本当に楽し
みにしていました。姉妹二人とて
も仲が良く、体調不良のお姉さん
を妹の由紀さんが、トークや歌で
サポートされていたのが印象的で
した。
　由紀さんが歌われた、Kiroroの

「未来」、山口百恵さんの「秋桜」な
ど、大変感動しました。

佐世保市小舟町●安田　一恵

■由紀さんの美声による懐かしい
童謡の数々に、しばし童心に帰り
聴き入った。軽妙なトークと、リ
クエストに気軽に応える気さくさ
で会場は盛り上がった。
 「新しい今日を一日一日精一杯生
きる」に共感！ 改めて童謡の良さ
を実感したひと時だった。

佐世保市南風崎町●横山　春美

■お二人のとても素敵なコンサート
でした。童謡は忘れないですね。
手を挙げた方々の好みの歌をトー
クに入れ、次々に歌われ、本当に
楽しい夢大学でした。
　できれば、紅白歌合戦で童謡を
歌ってほしいと思っている私です。

佐世保市木風町●西　照美

■とても楽しみにしていた、由紀
さおりさん・安田祥子さんの登場。
きれいな声、懐かしい童謡を聴か
せていただき、友の顔、母の顔が
浮かんできました。次の世代にも、
この美しい日本語の童謡が歌い継
がれていってほしいと思いました。

佐世保市大宮町●田中　美禰

■由紀さおりさん・安田祥子さん
の童謡コンサートは、同世代の私
にとって、やはり嬉しい。歳を重
ねていく私ではあるが、させぼ夢
大学が明日への希望を与えてくだ
さることに、いつも感謝している。

佐世保市早苗町●牧　多津江

■由紀さおり・安田祥子姉妹の童謡
コンサート、とてもすばらしかった
です。仲の良さがにじみ出た二人
の歌や会話から、こちらも幸せをい
ただきました。またの機会を楽しみ
に待っています。

佐世保市峰坂町●中川内　康子
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九十九島の地形

柴
しばた

田　昭
てるたか

隆

　

佐
世
保
市
を
含
む
北
松
浦
郡

一
帯
は
数
十
万
年
前
の
火
山
活

動
に
よ
っ
て
溶
岩
台
地
で
覆
わ

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
相
浦
川
、

佐
世
保
川
、
日
宇
川
な
ど
が
長

い
年
月
の
間
に
山
頂
付
近
の
溶

岩
を
残
し
て
台
地
の
溶
岩
を
洗

い
流
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
層

の
堆
積
岩
を
浸
食
し
て
多
く
の

谷
が
出
来
た
。

　

佐
世
保
市
街
の
地
形
は
、
烏

帽
子
岳
、
将
冠
岳
、
弓
張
岳
な
ど

の
山
頂
付
近
の
溶
岩
台
地
の
急

斜
面
を
除
け
ば
、
緩
や
か
な
斜

面
に
い
く
つ
も
の
尾
根
と
谷
が

入
り
組
ん
で
連
な
っ
て
い
る
。

　

複
雑
に
浸
食
さ
れ
た
地
形
は

現
在
の
地
名
と
な
っ
た
。
尾
根
を

表
す
地
名
が
長
尾
、
戸
尾
、
横

尾
、
須
田
尾
等
で
あ
り
、
谷
を

表
す
地
名
が
猿
窪
、
東
・
西
大
久

保
、
谷
郷
、
名
切
谷
、
久
保
谷
等

で
あ
る
。

　

松
浦
鉄
道
に
乗
る
と
、
い
く

つ
も
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
す
る

が
、
こ
れ
は
尾
根
と
谷
が
連
な

る
地
形
を
最
短
距
離
で
通
過
で

き
る
よ
う
に
尾
根
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治

時
代
の
初
め
ま
で
、
平
地
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
現
在
の
国

道
筋
よ
り
海
側
の
土
地
は
、
そ

の
多
く
が
干
拓
や
埋
立
て
に
よ

り
作
り
出
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
。

　

こ
の
陸
地
の
地
形
が
そ
っ
く

り
コ
ピ
ー
さ
れ
た
よ
う
に
海
の
中

に
浮
か
ん
で
い
る
の
が
九
十
九
島

の
風
景
で
あ
る
。

　

日
本
列
島
の
原
型
は
、
約
一
万

年
前
に
で
き
た
。
長
い
氷
河
期

が
終
り
、
地
球
を
覆
っ
て
い
た

氷
が
溶
け
て
海
水
面
が
上
昇
し

た
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
と

陸
続
き
で
あ
っ
た
地
形
が
切
り

離
さ
れ
て
日
本
列
島
を
形
づ
く

っ
た
。

　

そ
の
時
、
陸
地
に
海
水
が
入

り
込
み
、
現
在
の
九
十
九
島
湾

が
出
来
た
。
九
十
九
島
湾
は
い

わ
ゆ
る
溺（
お
ぼ
）れ
谷
で
あ
り
、

海
に
浮
か
ぶ
多
く
の
島
々
は
、

陸
地
で
あ
っ
た
時
の
小
山
や
尾

根
の
天
辺
が
海
水
面
か
ら
顔
を

出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

島
の
多
く
が
櫛
団
子
の
よ
う

に
連
な
り
、
で
こ
ぼ
こ
し
た
形

を
し
て
い
る
の
は
、
尾
根
と
谷

が
連
な
っ
た
地
形
の
な
ご
り
で

あ
る
。

　

島
が
山
の
な
ご
り
で
あ
れ

ば
、
当
然
川
の
な
ご
り
も
あ
る
。

　

九
十
九
島
湾
の
海
図
を
見
る

と
、
か
つ
て
の
河
川
の
流
れ
が

金重島西海岸の絶壁

分
か
る
。
河
川
の
本
流
は
、
俵

ヶ
浦
半
島
の
船
越
方
面
よ
り
松

浦
島
の
横
を
通
っ
て
金
重（
か
な

し
げ
）島
に
向
か
っ
て
い
る
。
南

か
ら
の
支
流
は
俵
ヶ
浦
半
島
の

突
端
付
近
か
ら
松
浦
島
の
背
後

へ
流
れ
込
み
、
北
か
ら
の
支
流

は
鹿
子
前
、
牽
牛
崎
方
面
か
ら

牧
ノ
島
を
巻
く
よ
う
に
流
れ

て
、
オ
ジ
カ
瀬
付
近
で
本
流
に

合
流
し
て
い
る
。

　

六
千
年
前
に
は
地
球
温
暖
化

に
よ
り
、
水
面
は
現
在
よ
り
約

十
ｍ
高
く
な
っ
た
時
代
が
あ
る
。

長
年
の
波
や
風
に
よ
る
浸
食
で

地
形
は
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
金
重
島
の
西
側

は
断
崖
で
あ
る
が
東
側
は
砂
浜

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
波

の
浸
食
に
よ
っ
て
島
の
西
側
半

分
を
削
り
取
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

九
十
九
島
の
風
景
は
今
も
変

化
し
続
け
て
い
る
。
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★
由
紀
さ
ん
・
安
田
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
♫
テ
ィ
ア
ラ
ラ
ル
ン
～
♪
」

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
「
ト
ル
コ
行
進

曲
」
を
お
二
人
の
か
け
あ
い
で
軽

や
か
に
歌
わ
れ
る
姿
。
30
年
ほ
ど

前
、
初
め
て
お
聴
き
し
た
時
の
感

動
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
声
質

が
近
く
、
息
の
合
っ
た
姉
妹
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
技
の
高
さ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の「
ト
ル
コ
行
進
曲
」

は
、
今
回
ア
ン
コ
ー
ル
の
２
曲
目
、

つ
ま
り
最
後
の
曲
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
た
曲
な
の
で
す
が
、
声
の

調
子
に
よ
り
、
曲
目
か
ら
除
外
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
度
は
、
ぜ
ひ
お
聴
か
せ
く
だ

さ
い
。
再
度
の
出
会
い
、
再
度
の

歌
声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
★「
学
生
証
を
別
の
者
に
貸
す
こ

と
は
で
き
ま
す
か
？
」

　

時
々
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
に
こ
の

よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

答
え
は
、「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
」。

　

受
講
生
の
皆
様
に
、
年
度
当
初

に
学
生
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

同
封
の「
入
学
案
内【
学
生
心
得
】」

の
６
番
目
に
記
載
を
し
て
い
ま
す
。

　

何
か
の
ご
都
合
で
講
演
会
に
参

加
で
き
な
い
場
合
、
家
族
に
限
ら

ず
、
近
所
の
方
や
ご
友
人
等
に
学

生
証
を
貸
与
さ
れ
て
結
構
で
す
。

　

せ
っ
か
く
の
講
演
会
、
無
駄
の

な
い
よ
う
有
意
義
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り

令和6年度（第33期）講演会予定
　令和6年
　 4月18日㈭	 中村	逸郎氏（筑波大学名誉教授）
　 18:30〜20:00	 『ウクライナをめぐる米中ロの思惑』

　 5月16日㈭		 黒川	伊保子氏（感性リサーチ社長）【交渉中】
　 18:30〜20:00	 『人生に効く脳科学　～脳が創りだす男女のミゾ、人生の波～』
　 6月20日㈭		 茂山	千五郎氏（狂言師）
　 18:30〜20:00	 『狂言の笑いと実演』

　 7月18日㈭		 安藤	和津氏（エッセイスト・タレント）【交渉中】
　 18:30〜20:00	 『明日を素敵に生きるには』

　 8月22日㈭		 和田	秀樹氏（精神科医）
　 18:30〜20:00	 『からだの健康　こころの健康』

　　9月19日㈭		 大八木	弘明氏（駒澤大学陸上競技部総監督）
　 18:30〜20:00	 『育てて活かして勝つ　～覚悟と挑戦～』

　　10月17日㈭		 若狭	勝氏（弁護士）
　 18:30〜20:00	 『これで分かったうそを見抜く力、見破る力』

　　11月21日㈭		 加藤	登紀子氏（歌手）
　 18:30〜20:00	 『コンサート』

　　12月19日㈭		 杉本	昌隆氏（将棋棋士・八段）
　 18:30〜20:00	 『師匠が語る「弟子・藤井聡太」という才能』

　令和7年
　 1月16日㈭		 デヴィ夫人（国際文化人）
　 18:30〜20:00	 『人生のモチベーション』


